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＜通所利用者様情報＞

· 赤坂　順市様～前回の採血の結果を説明している。空腹時血糖・101ｍｇ/dl　ＨｂＡ1ｃ・6.9％

　　　　　　　　　どちらもデーター的にはよくなっている事説明している。γＧＴ・ＴＧの値が少

　　　　　　　　　し高く飲酒について質問しているが、本人は飲んでいないとの事。食事量を少な

　　　　　　　　　くする事再度指導している。検査結果が改善しているとの説明に笑顔みられてい

　　　　　　　　　る。体重105（－1）Ｋｇ。

· 古舘　ヨリ様～血圧152/90ｍｍＨｇ、体重66.8（＋0.4）Ｋｇ。担当医より体重は誤差の範囲内

　　　　　　　　　と言われ安心した様子。カロリーの低いものを食べ体重を増やさないよう指導

　　　　　　　　　ある。

・松永　勘五郎様～体重53Ｋｇ、食べ物に注意するようアドバイスある。幸房での仕事の質問には

　　　　　　　　　「はい。」と答えられているが、「パスタ何種類ですか？」に「二種類。」「ナポリタンと何ですか？」に「スパゲテー。」と答えられている。

＜外来患者様情報＞

・馬渡　喜三郎様～８８歳、脳血管性認知症。現在週４回デイサービス利用しているが、夜間不眠、デイ利用中の不穏（大声を出す等）があり対応困難との事。今年２月にも同様の事がありセロクエル（25）追加処方としていたが、過鎮静みられ、中止していた。今回はリスペリドン（1）処方。過鎮静、症状改善みられない場合は早めの受診を促している。

・沖田　竹男様～69歳、アルツハイマー型認知症。先月９日、皮膚黄染みられ、黄疸、肝障害で三戸病院入院、原因は分からず、入院後より当院の内服中止しているとの事。現在退院し今月５日三戸病院受診予定との事。当院の内服アリセプト（5）は原因分かるまで中止とする事としその為に認知症状が進む可能性について説明している。症状変化の際は速めの受診とす。

・永谷　ミナ様～新患86歳、神経症。左足底の痛み、痺れ、涙もろさ、物忘れがあるとの事で知人（当院通院中）同伴あり。足の痛みは２年前からで通院中で注射、内服しているが改善しない為受診したとの事。物忘れもあるとの事で心理検査（ＨＤＳ－Ｒ：27点）施行。涙もろさ、時折不眠もあるとの事で抗不安薬処方。痛み、痺れに関しては年齢的なものも関係する事、認知は現段階では心配ない事説明している。















